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第１１６回総務委員会と経産省ヒアリング記録 

 

１．開催日時  平成２６年６月１８日（水） 
          １２：００ 第 116 回総務委員会  鉄鋼会館 806 
          １４：４５ 経産省ヒアリング    経産省会議室６Ｆ 
           １６：２０ 業界紙記者と懇談   当組合会議室 
２．第１１６回総務委員会 
 出席者    
       大住昌弘（理事総務委員長） 

       石原慶明（理事長）  
 酒匂雅信（副理事長・東京支部長） 

       高木唯夫（副理事長・東海支部長） 
       浅野博之（副理事長・大阪支部長） 

 柘野（事務局） 

 
  議 題  （１）委員長挨拶 

（２）経済産業省２Ｑヒアリング資料の検討について  
       （３）４月１日現在の組合員数及び賛助会員数について 

（４）「熱切断作業の品質と安全講習会」（福山）について 
       （５）第５回全国青年交流会（大分）について 
       （６）次期通常総会の開催日時および場所について 
       （７）今後の会合予定について 
 経 過  

  大住委員長の司会により議事が進められた。 
 （１）委員長挨拶 
    大住総務委員長より、「５月総会において理事総務委員長に選任され、本日初め

て本会に出席させていただいております。本会は、組合活動全般の運営方針を検

討する場として、総会及び賀詞交歓会に関する事項をはじめ、経産省鉄鋼課など

対外的対応・調整に関する事項、組合員及び賛助会員の入脱会に関する事項等に

ついて審議する委員会である。各種情報をこの場にできるだけ集約し、課題や懸

案事項等について迅速かつ適切に対処することとしたいので、ご協力のほどよろ

しくお願いしたい。」との就任挨拶が行われた。また初出席の石原理事長からも挨

拶があった。 
（２）経済産業省２Ｑヒアリング資料の検討について 

   事務局より標記資料について説明、一部修正の上了承された。 
（資料は別項参照） 

（３）組合員数及び賛助会員数について 
    平成２６年４月１日現在の組合員及び賛助会員数は以下の通り。 
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   ①組合員数は、東京支部に３社が加入（㈱梶哲商店、中一鋼材㈱、㈱シー・エス・

ケイ）し、全国計は１６２社となった。支部別内訳は、北海道４、東北５、 
東京６２、新潟４、東海３４、大阪２０、神姫７、中国６、九州２０。 

   ②賛助会員数は、㈱アマダが加入し、合計２２社となった。 

 
（４）「熱切断作業の品質と安全講習会」（福山）について 
   標記講習会は、今年も当組合と日本溶接協会の共催で、８月２２日(金)に福山商

工会議所で開催される。概要は、以下の通りである。 
① 開催日時・場所：８月２２日(金)10：30～16：30 「福山商工会議所」 
② 定員：９０名。 
③ 受講料：主催・共催団体は 8,640 円（テキスト代、消費税を含む） 
④ 講習内容：Ａ.各種熱切断の原理と特徴 Ｂ.ガス切断の性能と品質・安全  

Ｃ.プラズマ切断の性能と品質・安全 Ｄ.レーザ切断の性能と品質・安全 
（５）第５回全国青年交流会（大分）について 
    事務局より、標記交流会の開催概要（案）について、以下の通り説明があり、

審議の結果、了承された。なお、開催内容は、今後、石原理事長、浅野支部長に

相談しながら、各支部青年会とも連携を図り、詳細を固めることとなった。 
①日時 平成 26 年 10 月 17 日（金） 大分 

・昼食  大分製鉄所内に弁当を用意 11：30～12：15 
・見学会 ①新日鉄住金・大分製鉄所 12：15～14：15 
     ②臼杵造船所       15：00～16：30 
・情勢懇談会（攻玉寮）        17：30～19：00 
・交流パーティ（攻玉寮）       19：00～20：30 
※攻玉寮は、新日鉄住金の研修施設 

 
②集合 大分空港に 10 時集合、またはＪＲ大分駅前に１１時１５分集合(前泊組)

し、チャーターバスに乗車。 
③開催要領  
1）見学会（12：15～16：30） 

    ・大分空港またはＪＲ大分駅前（経由）で、チャーターバスに乗車。  
    ・昼食（大分製鉄所内に弁当を用意）  （11：30～12：15）    
    ・「新日鉄住金・大分製鉄所」を見学。 （12：15～14：15） 
    ・「臼杵造船所」を見学。       （15：00～16：30）  

    ・新日鉄住金の研修施設「攻玉寮」着  （17：15 頃）   

２）地区情勢懇談会（攻玉寮、17：30～19：00） 

     司会：東京支部 

    ・歓迎挨拶  清水豊・九州支部長 

    ・講話    石原慶明理事長、酒匂雅信副理事長（東京支部長） 

    ・地区情勢懇談会 地区情勢について地区委員より報告（１地区３～５分） 
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    ・閉会の辞  東海支部 

    ・記念撮影  事務局 

３）交流パーティ（攻玉寮、19：00～20：30） 

     司会：東京支部 

・開会挨拶  浅野博之・大阪支部長 

    ・乾杯音頭  東京支部 

           ─歓談─ 

    ・地区代表挨拶（各地区からトピックス・関心事等を中心に挨拶） 

    ・中締め   北海道支部 

    
（６）次期通常総会の開催日時および場所について 
   次期総会の開催日時・場所について、種々審議した結果、大要以下の意見が出さ

れ、これらの意見を踏まえて、開催準備を進めることとなった。 
① 日時：平成２７年２２日（金）16：00～17：00 通常総会 

      〃     18：00～20：00 懇親会 
      ２３日（土） 未定      懇親ゴルフ会 

② 場所（候補）：愛媛県道後温泉、鹿児島県霧島市、宮崎市の３カ所を候補地とし 
    て、まず、交通の利便性や諸費用等を調査整理する。そのうえで相互比較 

し、絞り込み作業を行うこととなった。 

 
（７）今後の会合予定について 

本誌１ページに掲載の「会議・会合予定表」をご参照ください。 

 
３．２６年度２Ｑ経済産業省ヒアリング 

出席者 
経済産業省  

     山下鉄鋼課長、成瀬課長補佐他 
    厚板シヤ工組 
     石原理事長、酒匂東京支部長、高木東海支部長、浅野村大阪支部長、 

大住理事総務委員長、 
柘野（事務局） 

 経過 
懇談に先立ち、今般の組合役員の伴い、本会に初出席の石原理事長、大住理事総

務委員長より挨拶が行われた。 
引続き、石原理事長より、「足元の需要環境は、主要分野は堅調に推移しているが、

一般店売り分野はやや停滞している。需要の先行きについてはあまり心配していな

いが、シャー在庫が足元増加傾向にあり、警戒感が出ている。来期２Ｑ以降の切板

需要は上向くと期待されるが、こうした中で、人手不足や運賃・エネルギーコスト

の増加などのネックが各段階・工程で顕在化しており、これらが足枷となって先が
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読めない状況にある。受注が平準化しないと、溶断業にとっても大きな機会損失に

つながる。また、深刻な問題は、受注内容が小ロット・小単重化するとともに、２

次加工の注文が増え、手間・コストが上昇しているにもかかわらず、シャーはその

増加分を加工賃に転嫁できていないことである。現下の需要回復局面を課題解決の

好機ととらえ、採算環境改善に向けて認識を一つにしてまいりたい。輸入鋼材の入

着増も看過できない状況で、シャー業にとってはしばらく我慢の時が続きそうであ

る。行政当局におかれては当業界の実状をご理解いただき、今後とも切れ目ない実

効性のある施策を打ち出していただくよう、一層のご指導ならびにご支援をお願い

したい。」との挨拶・要望が行われた。 
続いて、各支部長から地区情勢報告が行われた後、鉄鋼課より、「橋梁の設計能力 

  不足等で、工事遅れは出ているのか。」「いま建設工事の遅れている分は、今後徐々

に長期間にわたり出てくるのか。」「加工賃の是正は喫緊の問題だと思うが、その土

壌は整ったのではないか。国交省など公共系の橋梁案件は、価格是正されているか。

民間系はどうか。」「建産機分野の価格転嫁は進んでいるのか。」、等の質問が出され、

種々意見が交換が行われた。 
以上 


